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１．はじめに 

近年，地方の過疎化を抑制するため，住民に定住を促

す地域維持策が検討されている．既存研究では，地域愛

着感や居住利便性といった個人の内的評価が定住に影

響を及ぼすことが示唆されている 1) 2)．しかし，地域他

者に強く依存する過疎地域では、その居住意思決定の

際に他者の意向が影響を与えることも予測される． 

実際，周囲の人が居住意思決定に影響を与えること

を検証した研究が散見する．De Jong ら（2000）は「家

族成員の定住態度の認知」が個人の移転意向が及ぼす

ことを示している 3)．張ら（2006）は世帯構成員との合

意が個人の居住地選好を変化させることを報告してい

る 4)．しかし，これらの研究は利益関係が強い家族から

の影響を検討しており，家族以外の他者の影響には言

及していない．また，他者から影響を受けるプロセスも

明らかされていない．そのため，有効な定住促進策を検

討するためには，同じ地域に暮らす他者が個人の定住

意図に与える影響過程を明らかにする必要がある． 

そこで，本研究では他者が個人の行動に影響を与え

る効果を持つ社会規範論（Social Norms）に着目した．

社会的影響（Social Influence）を説明する概念としては，

同調圧力(Peer Pressure）や服従（Conformity）もあるが，

社会規範はそれらとは区別されており，人の行動を誘

導する周囲の「規準」に着目されている 5)．社会規範論

では，さらにこの「基準」を自らの行動基準である個人

的規範（Personal Norms），多数派の行動を意味する記述

的規範（Descriptive Norms），行動に対する多数派の賛否

を示す命令的規範(Injunctive Norms)に分けている 5)．こ

れを踏まえ，本研究では「自身の定住価値観」，「地域他

者の定住動向」，「地域他者が考える定住の望ましさ」と

の 3規範を用いて，定住意図に及ぼす影響を検討する．  

２．仮説 

既存知見では，規範が影響力を発揮するには，集団

アイデンティティの所有が前提であることが指摘され 

 
図-1 本研究の仮説図 

ている．例えば，Terry ら（1999）は，行為者が自己

を規範グループと同一視された場合のみ，そのグル

ープの規範に強く影響されることを示している 6)．

そこで，まず，自分を地域の一員と認知する住民のほ

ど，定住意図を考える際に地域他者を考慮すると推察

できる（仮説１）．さらに，行為者に影響を及ぶグル

ープの規範には，多数派の行動と多数派が行動への

態度が含まれている．このため，高い地域アイデンテ

ィティを持つ住民のほど，地域他者の定住動向（a.記述

的規範）と地域他者が考える定住の望ましさ（b.命令的

規範）が自己の定住意図に与える影響が強くなると推

察できる（仮説２a；仮説２b）．また，自己の価値観（個

人的規範）は最も自己の行動を制御すると考えられる

が，集団アイデンティティが高い場合に，行為者が他者

の動向や意見を重視するようになる．このため，自身の

価値観が行動に及ぼす効力も低下すると考えられる．

そこで，高い地域アイデンティティを持つ住民のほど，

自己の定住価値観が定住意図に与える影響は弱くなる

と考えられる（仮説３）．これらの仮説を図-1 に示す． 

３．調査方法 

上記の仮説を検証するため，本研究では高齢化率が

最も進む秋田県にある過疎自治体を対象に質問紙調査

を行った．調査地区として 5 年内（平成 27 年～令和元

年）に社会減が最も顕著な地域と徐々に進行している

地域を各２つ選出した．調査票では，3 つの規範，地域

アイデンティティ，定住意図，地域他者への考慮の有無

と個人属性等について尋ねた．調査概要を表-1 に示す．
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表-1 調査概要 

 
表-2 個人属性が他者への考慮に影響を与える 

 
４．結果 

回収結果を見ると，定住を決める際に，地域他者の意

向や意見を「考慮する（考慮群）」との回答は 165 人で

あり，「考慮しない（非考慮群）」のは 227 人だった．

それより，過疎地域の住民は定住を考える際，地域他者

の影響を受けることが認められた． 

次に，地域アイデンティティが他者への考慮との関

係を検証するために，個人属性と地域アイデンティテ

ィを説明変数としたロジスティックス回帰分析を行っ

た（表-2）．その結果，地域アイデンティティが有意な

正の影響を示したが，個人属性は有意ではなかった．こ

れより，性別等を問わず，高い地域アイデンティティを

持つ住民は，地域他者の意見を考慮する傾向がうかが

えた．このため，仮説 1 は支持された． 

次に，各規範が定住意図に与える影響は地域アイデ

ンティティに調整されることを検証するために，回帰

分析を行った．その結果，地域アイデンティティは個人

的規範との交互作用のみ有意であった（表-3）のに対し，

命令的規範及び記述的規範との交互作用は有意でなか

った．このことから，仮説 3 のみが支持された． 

さらに，個人的規範が定住に及ぼす影響における地

域アイデンティティの効果を示すため，図-2 に地域ア

イデンティティの高低別に，個人的規範と定住意図を

示した．図より，地域アイデンティティが高い住民は低

い住民に比べて全体的に定住意図が高くなる一方，自

らの移転態度もやや弱められた傾向が伺えた． 

  表 3 個人的規範が居住意思決定に及ぶ過程 

 

図 2 地域アイデンティティと個人的規範が 

定住意図に及ぼす交互作用 

５．結論 

本研究で得た結果は以下の通りになる． 

⚫ 地域アイデンティティは，地域他者が住民の定住

意図に影響を与えるかを決定する要因となる．  

⚫ 地域アイデンティティが高い住民は，自らの定住

態度以外の他の要因に気を払いながら，定住を考

える可能性が示唆された． 
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